
月

からみしまタニタ健康

　

くらぶの体組成計とリ

５

ーダーライター
■ 計

日

画どおり   
令和　

概

３年度 を設置したこと

施

で来所者数が増加して

策

いる。
□ 遅延   

名

      
の評価

□

高

 進展なし     

齢

■ 維持　□ 拡大 体

者

組成計等を設置したこ

保

とで来所者数が増加し

健

ているため、今後も継

・

続していく。
事業区分

福

□ 自治事務   □

祉

 法定受託   □ 

基

その他
今後の方向性 □

本

 縮小　□ 改善
（改

目

善措置等）□ 休止　

標

□ 終了
計画対象 □ 

健

実施計画査定対象  

康

□ 行政改革対象 
□

で

 廃止　　　　 

※決

福

算額については、端数

祉

処理により、他資料の

が

決算額と差異が生じて

充

いる場合もあります。

実したまち

要 施策の目的

No. 事務事

高

業名 活動内容 コスト（

齢

事業費：千円）

地域包

者

括支援センター運営事

が

業 令和　２年度 令和　

住

３年度 令和　３年度 令

み

和　４年度 令和　２年

慣

度 令和　３年度 令和　

れ

３年度 令和　４年度
活

た

動指標名 単位
実績 計画

地

実績 計画 決算 当初予算

域

決算 当初予算
全体事業

で

概要
①

地域包括支援セ

、

ンター設 箇所 5 5 5
地

人

域包括ケア実現に向け

生

て、総合相談支援業務

の

、権利 置数
擁護業務、

最

包括的・継続的ケアマ

期

ネジメント支援業務 0

ま

95,596 93,4

で

28 95,703
など

自

を行う地域包括支援セ

分

ンターを設置し、高齢

ら

者の
②

研修、会議、講

し

座等開催 回 160 18

い

2 170
保健医療の向

生

上及び福祉の増進を包

活

括的に支援する。 回数

を

（包括的・継続的ケ
ア

送

マネジメント業務） 令

る

和　５年度の優先度

③

こ

2 　□ Ａ　　　 □

と

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

が

　　 □ Ｄ　

市内５

で

つの生活圏域毎に地域

き

包括支援センターを設

る

置し、高齢者が在宅で

社

の生活を継続していく

会

ため、状況に応
■ 計

を

画どおり   
令和　

実

３年度 じて必要なサー

現

ビスを提供している。

す

講座や勉強会など、令

る

和２年度はコロナ禍に

こ

より開催できないこと

と

も多か
□ 遅延   

。

      
の評価 っ

施

たが、令和３年度は少

策

人数での実施やオンラ

の

インなど工夫をして開

方

催をすることができた

向

。
□ 進展なし   

包

  

■ 維持　□ 拡

括

大 高齢者が在宅での生

的

活を継続していくこと

支

ができるよう、必要な

援

サービスが包括的・継

の

続的に提供できるよう

推

、
事業区分 □ 自治事

進

務   □ 法定受託

年

   □ その他
今後

間

の方向性 □ 縮小　□

計

 改善 地域住民やサポ

画

ートをする介護支援専

に

門員に対し、研修や講

従

座を開催するなど、個

い

別支援や環境整備を行

い

ってい
（改善措置等）

ず

□ 休止　□ 終了 く

れ

。
計画対象 □ 実施計

も

画査定対象  □ 行

目

政改革対象 
□ 廃止

標

　　　　 

値を達成した。街中ほっとサロン、地域包括支援センター、三島市医療介護連携センターを中心に、新型コロナ禍においても工夫して各分
■ 計画どおり   

令和　３年度 野の相談支援事業の運営を行った。また、地域ケア会議事業では多職種連携強化や、高齢者の自立支援に向けての課題を整理し社会基盤整備のため各種会議を実施し、
□ 遅延         

の評価 地域で高齢者を支えるネットワークの強化、体制づくりを進めた。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 事業計画は維持しつつ各事業内容についての課題を検討して事務改善、環境整備を行うとともに、関係機関との連携を推進し、地域包括ケアシステムの更なる推進を図

今後の方向性 □ 拡大　　　　 る。

（改善措置等） □ 

1

縮小　　　　 

□ 改

頁

善　　　　 

令和 3年度　　事務事

No. 事務事業名 活動

業

内容 コスト（事業費：

評

千円）

高齢者くらし相

価

談事業 令和　２年度 令

表

和　３年度 令和　３年

（

度 令和　４年度 令和　

個

２年度 令和　３年度 令

票

和　３年度 令和　４年

）

度
活動指標名 単位

実績

課

計画 実績 計画 決算 当初

名

予算 決算 当初予算
全体

健

事業概要
①

街中ほっと

康

サロン来所者 人 6,8

推

00 11,088 7,

進

000
高齢者くらし相

部

談室「街中ほっとサロ

地

ン」を市中心部 数
の街

域

中に設置し、多くの高

包

齢者が気軽に悩みごと

括

や困 0 7,832 6,

ケ

905 8,011
りご

ア

とを相談できる場所を

推

提供する。相談室で受

進

けた
②相談は適切な支

課

援ができる窓口へ繋ぎ

作

、高齢者の心身
の健康

成

の保持増進及び地域で

日

の安心した生活の維持

令

・ 令和　５年度の優先

和

度
継続を促進する。

③

　

1 　□ Ａ　　　 □

４

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

年

　　 □ Ｄ　

近年、

　

来所者数は減少傾向だ

８

ったが、令和３年３月



月

ついて周知を行
■ 計

　

画どおり   
令和　

５

３年度 うとともに、入

日

院時の情報提供につい

概

て、シートの作成やル

施

ール作りを行った。
□

策

 遅延       

名

  
の評価

□ 進展な

高

し     

■ 維持

齢

　□ 拡大 住民自らが

者

希望する方法で療養が

保

できるよう、人生会議

健

や看取りガイドについ

・

てさらなる周知を行う

福

とともに、
事業区分 □

祉

 自治事務   □ 

基

法定受託   □ そ

本

の他
今後の方向性 □ 

目

縮小　□ 改善 退院時

標

の連携がスムーズにで

健

きるよう、情報提供シ

康

ートの作成やルール作

で

りを行っていく。また

福

、在宅での生活
（改善

祉

措置等）□ 休止　□

が

 終了 を支える専門職

充

の多職種間の連携を図

実

るための研修を行って

し

いく。
計画対象 □ 実

た

施計画査定対象  □

ま

 行政改革対象 
□ 

ち

廃止　　　　 

※決算

要

額については、端数処

施

理により、他資料の決

策

算額と差異が生じてい

の

る場合もあります。

目的 高齢者が住み慣れた

No. 事務事業

地

名 活動内容 コスト（事

域

業費：千円）

地域ケア

で

会議推進事業 令和　２

、

年度 令和　３年度 令和

人

　３年度 令和　４年度

生

令和　２年度 令和　３

の

年度 令和　３年度 令和

最

　４年度
活動指標名 単

期

位
実績 計画 実績 計画 決

ま

算 当初予算 決算 当初予

で

算
全体事業概要

①
地域

自

ケア会議の開催回数 回

分

40 45 40
高齢者個

ら

別支援の充実とそれを

し

支える社会基盤整備を

い

進めるため、多職種協

生

働による個別事例の検

活

討等を行 0 375 22

を

3 375
い、地域のネ

送

ットワーク構築、ケア

る

マネジメント支援
②、

こ

地域課題の把握等を推

と

進する地域ケア会議を

が

実施す
る。 令和　５年

で

度の優先度

③4 　□ 

き

Ａ　　　 □ Ｂ　　

る

　 □ Ｃ　　　 □

社

 Ｄ　

地域ケア個別会

会

議の開催数が増加した

を

ため計画値を超えた。

実

近年、多問題ケースが

現

増加しており、ますま

す

す多職
■ 計画どおり

る

   
令和　３年度 種

こ

・多機関との連携が必

と

要となっている。また

。

自立支援サポート会議

施

においては、多職種か

策

らの助言が受けられ
□

の

 遅延       

方

  
の評価 ており、効

向

果的にケアマネジメン

包

トの視点が広がってい

括

ると思われる。
□ 進

的

展なし     

■ 

支

維持　□ 拡大 自立支

援

援・重度化防止等に資

の

する観点から、多職種

推

と連携して個別事例の

進

検討を行う地域ケア会

年

議の普及が進め
事業区

間

分 □ 自治事務   

計

□ 法定受託   □

画

 その他
今後の方向性

に

□ 縮小　□ 改善 ら

従

れている。助言者への

い

アンケートや検討事例

い

のモニタリング調査の

ず

結果を踏まえ、より効

れ

果的な会議となるよ
（

も

改善措置等）□ 休止

目

　□ 終了 う、開催方

標

法等を随時検討してい

値

くことが必要である。

を

計画対象 □ 実施計画

達

査定対象  □ 行政

成

改革対象 
□ 廃止　

し

　　　 

た。街中ほっとサロン、地域包括支援センター、三島市医療介護連携センターを中心に、新型コロナ禍においても工夫して各分
■ 計画どおり   

令和　３年度 野の相談支援事業の運営を行った。また、地域ケア会議事業では多職種連携強化や、高齢者の自立支援に向けての課題を整理し社会基盤整備のため各種会議を実施し、
□ 遅延         

の評価 地域で高齢者を支えるネットワークの強化、体制づくりを進めた。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 事業計画は維持しつつ各事業内容についての課題を検討して事務改善、環境整備を行うとともに、関係機関との連携を推進し、地域包括ケアシステムの更なる推進を図

今後の方向性 □ 拡大　　　　 る。

（改善措置等） □ 

2

縮小　　　　 

□ 改

頁

善　　　　 

令和 3年度　　事務事

No. 事務事業名 活動

業

内容 コスト（事業費：

評

千円）

在宅医療・介護

価

連携推進事業 令和　２

表

年度 令和　３年度 令和

（

　３年度 令和　４年度

個

令和　２年度 令和　３

票

年度 令和　３年度 令和

）

　４年度
活動指標名 単

課

位
実績 計画 実績 計画 決

名

算 当初予算 決算 当初予

健

算
全体事業概要

①
在宅

康

医療介護連携推進会 回

推

11 11 11
医療と介

進

護の両方を必要とする

部

状態の高齢者が住み慣

地

議、講演会、研修、講

域

座
れた地域で自分らし

包

い暮らしを人生の最期

括

まで続ける 等の開催回

ケ

数 0 4,349 4,2

ア

26 4,360
ことが

推

できるよう、多職種協

進

働による包括的かつ継

課

続
②的な在宅医療・介

作

護の支援体制の構築を

成

目指す事業を
行う。 令

日

和　５年度の優先度

③

令

3 　□ Ａ　　　 □

和

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

　

　　 □ Ｄ　

地域医

４

療講座や出前講座、広

年

報みしまへの特集記事

　

の掲載などにより人生

８

会議や看取りガイドに


